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【
西
多
摩

・
書
記
・
濱

徹
通
信
員
】

第
55
回
西
多

摩
支
部
定
期

大
会
は
、
4

月
9
日
に
あ

き
る
野
ル
ピ

ア
ホ
ー
ル
で

行
な
わ
れ
ま

し
た
。

4
年
ぶ
り

に
一
日
で
の

開
催
と
な

り
、
役
員
・

代
議
員
合
わ
せ
て
1
3
5
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

午
前
中
の
全
体
会
で
は
、
基
調

報
告
の
後
、
3
つ
の
分
会
か
ら
経

験
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
午
後
の

全
体
会
で
は
中
建
国
保
か
ら
全
国

工
事
業
国
保
へ
の
移
行
に
つ
い
て

の
経
過
報
告
が
山
梨
分
会
か
ら
あ

り
、
他
に
外
部
監
査
報
告
が
大
会

に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
質

疑
・
討
論
の
結
果
、
新
年
度
運
動

方
針
と
予
算
案
を
拍
手
で
採
択
し

ま
し
た
。

新
四
役
は
次
の
と
お
り
。
委
員

長
・
宮
崎
透
。
副
委
員
長
・
髙
山

勝
宏
、
辻
岡
邦
之
、
宮
本
勤
。
書

記
長
・
式
場
徳
昭
。
書
記
次
長
・

今
井
航
、
市
川
耕
平
、
森
田
真

行
。

【
小
金
井
国
分
寺

・
書
記
・
星
清
志
通

信
員
】
小
金
井
国
分

寺
支
部
第
55
回
定
期

大
会
は
、
4
月
9
日

に
国
分
寺
本
多
公
民

館
大
ホ
ー
ル
で
開
催

し
ま
し
た
。
参
加
者

は
来
賓
含
め
78
人
で

し
た
。

今
年
度
は
3
年
ぶ

り
の
一
日
大
会
と
な

り
、
鯉
淵
委
員
長
、

来
賓
の
あ
い
さ
つ
の

あ
と
、
南
書
記
長
に

よ
る
基
調
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

基
調
報
告
と
決
算
報
告
の
承
認

後
、
①
女
性
の
会
で
と
り
く
ん
だ

「
初
め
て
の
陳
情
署
名
」
の
取
り

組
み
、
②
国
分
寺
市
議
会
議
員
選

挙
に
向
け
た
組
合
要
求
ア
ン
ケ
ー

ト
に
つ
い
て
の
特
別
報
告
を
行
な

い
ま
し
た
。

午
後
は
、
6
つ
の
分
科
会
で
活

発
な
議
論
の
後
、
本
会
議
で
新
年

度
運
動
方
針
と
予
算
案
の
討
議
と

承
認
、
大
会
宣
言
と
大
会
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
確
認
を
行
な
い
、
す
べ
て

の
提
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

新
年
度
役
員
は
以
下
の
と
お

り
。
委
員
長
・
鯉
淵
勝
也
。
副
委

員
長
・
南
雲
正
博
、
平
松
省
二
、

朝
倉
法
明
。
書
記
長
・
南
哲
司
。

書
記
次
長
・
坪
野
幹
、
片
桐
由
輝
、

小
野
寺
和
也
。

団結を固める小金井国分寺の仲間

あいさつする宮崎委員長

【
多
摩
西
部
・
書
記
・
小
笠
原

一
樹
通
信
員
】
4
月
16
日
、
立
川

の
ホ
テ
ル
エ
ミ
シ
ア
東
京
に
て
多

摩
西
部
支
部
第
58
回
支
部
大
会
を

開
催
。
来
賓
を
含
め
1
2
9
人
の

参
加
者
で
大
会
を
成
功
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

清
水
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
で

は
、
支
部
現
勢
3
9
0
0
人
の
回

復
と
4
0
0
0
人
支
部
を
め
ざ
す

と
同
時
に
、
9
月
に
行
な
わ
れ
る

立
川
市
長
選
挙
で
は
、
東
京
土
建

の
要
求
実
現
方
針
に
賛
同
い
た
だ

け
る
候
補
者
を
市
長
へ
押
し
上

げ
、
公
契
約
条
例
を
実
現
さ
せ
よ

う
と
、
今
年
度
の
支
部
方
針
の
柱

に
つ
い
て
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

5
つ
に
分
か
れ
た
分
科
会
で

は
、
コ
ロ
ナ
も
落
ち
着
い
た
た
め

旺
盛
に
活
動
を
行
な
い
た
い
、
群

会
議
へ
参
加
し
て
い
な
い
仲
間
に

ハ
ガ
キ
要
請
行
動
の
意
義
を
伝
え

て
い
き
た
い
、
な
ど
運
動
を
前
進

さ
せ
た
い
と
願
う
多
く
の
仲
間
か

ら
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
2
0
2

3
年
度
も
要
求
実
現
運
動
を
仲
間

と
団
結
し
、奮
闘
し
て
い
き
ま
す
。

新
四
役
は
次
の
と
お
り
。
委
員

長
・
清
水
政
廣
。
副
委
員
長
・
渡

邉
孝
一
、
鴇
崎
実
、
木
下
和
成
、

檜
山
剛
志
（
待
遇
）
。
書
記
長
・

大
房
孝
朗
。
書
記
次
長
・
小
笠
原

一
樹
、
佐
藤
英
紀
。

【
港
・
書

記
・
沼
口
剛

記
】
4
月
14

日
に
開
催
し

た
第
69
回
港

支
部
定
期
大

会
は
、
コ
ロ

ナ
禍
か
ら
は

じ
め
た
オ
ン

ラ
イ
ン
を
併

用
し
た
開
催

方
法
を
引
き

続
き
採
用

し
、
会
場
と

な
っ
た
東
京

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
の
会
議
室
と
、

大
島
に
あ
る
大
島
分
会
セ
ン
タ
ー

と
、
事
業
所
の
仲
間
が
勤
務
す
る

デ
ス
ク
な
ど
か
ら
代
議
員
24
人
、

特
別
代
議
員
9
人
、
総
勢
33
人
が

支
部
定
期
大
会
に
結
集
し
ま
し

た
。大

企
業
の
優
遇
政
策
の
な
か
国

民
生
活
と
労
働
環
境
を
は
じ
め
と

す
る
格
差
が
広
が
り
、
建
設
業
者

の
倒
産
・
雇
用
の
不
安
定
さ
が
増

す
な
か
、
コ
ロ
ナ
禍
3
年
間
の
経

験
と
運
動
教
訓
を
活
か
し
た
新
年

度
方
針
を
確
認
し
ま
し
た
。

諸
運
動
と
組
織
拡
大
運
動
を
連

動
さ
せ
て
、
運
動
成
果
を
仲
間
と

共
有
し
、
さ
ら
に
取
り
組
み
を
発

展
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
都
心
区
に

お
い
て
も
産
業
民
主
化
を
前
進
さ

せ
、
運
動
を
け
ん
引
す
る
新
し
い

役
員
体
制
の
構
築
を
含
め
た
、
強

固
な
組
織
づ
く
り
を
前
進
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

新
四
役
は
次
の
と
お
り
。
委
員

長
・
出
井
章
史
。
副
委
員
長
・
今

井
裕
介
、
清
水
弘
之
、
中
村
鎮
雄
。

書
記
長
・
林
靖
久
。
書
記
次
長
・

軍
司
有
紀
乃
、
沼
口
剛
。

【
品
川
・
書
記
・
新
関
仁
通
信

員
】
4
月
16
日
、
品
川
区
立
総
合

区
民
会
館
「
き
ゅ
り
あ
ん
」
に

て
、
第
66
回
定
期
大
会
を
代
議
員

1
1
1
人
の
参
加
で
開
催
し
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
の
影
響

で
、半
日
大
会
が
続
き
ま
し
た
が
、

4
年
振
り
の
一
日
大
会
を
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

小
林
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
全
都
の
仲
間
へ
協
力
を
呼
び

か
け
た
中
野
健
太
郎
さ
ん
に
対
す

る
「
不
当
な
取
り
調
べ
事
件
」
へ

の
支
援
カ
ン
パ
を
本
人
へ
手
渡

し
、
中
野
さ
ん
か
ら
は
お
礼
と
建

設
業
界
へ
の
想
い
が
語
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、「
一
般
経
過
報
告
」

「
決
算
報
告
」が
さ
れ
、
36
支
部
の

中
で
唯
一
出
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

「
役
員
手
当
の
支
給
」
を
含
む
「
運

動
方
針
案
」
「
予
算
案
」
を
採
択

し
、
最
後
に
、
津
田
書
記
長
の
ガ

ン
バ
ロ
ー
三
唱
で
、
大
会
は
無
事

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

新
四
役
は
次
の
と
お
り
。
委
員

長
・
小
林
紀
久
夫
。
副
委
員
長
・

藤
原
延
行
、
佐
布
繁
男
、
松
井
広

仲
、
佐
藤
博
信
。
書
記
長
・
津
田

光
久
。
書
記
次
長
・
小
島
毅
、
新

関
仁
、
児
玉
卓
也
。

小林委員長が中野さん（右）に手渡す

【
府
中
国
立
・
書
記
・
前
田
寛

史
通
信
員
】
府
中
国
立
支
部
第
77

回
大
会
を
4
月
9
日
に
ル
ミ
エ
ー

ル
府
中
で
開
催
。
来
賓
2
人
、
代

議
員
89
人
、
特
別
代
議
員
1
人
の

総
勢
92
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

23
年
度
は
、「
組
織
拡
大
・
組
織

確
立
を
進
め
、
産
業
の
多
数
派
結

集
と
労
働
運
動
・
市
民
運
動
の
共

同
で
、
仕
事
と
暮
ら
し
を
守
り
、

仲
間
の
団
結
で
要
求
を
実
現
し
よ

う
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
仲

間
づ
く
り
運
動
を
諸
運
動
に
繋
げ

て
組
織
的
力
量
を
引
き
上
げ
、
コ

ロ
ナ
禍
で
も
粘
り
強
く
行
っ
て
き

た
仲
間
づ
く
り
、
諸
要
求
実
現
の

運
動
の
教
訓
を
生
か
し
、
仲
間
の

実
態
に
寄
り
添
い
、
諸
要
求
の
実

現
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
あ
ら
た

め
て
確
認
し
ま
し
た
。

新
四
役
は
次
の
と
お
り
。
委
員

長
・
宮
澤
和
也
。
副
委
員
長
・
渡

邉
浩
志
、
小
笠
原
秀
、
石
村
英
明

（
待
遇
）。書
記
長
・
松
本
勇
。
書

記
次
長
・
世
並
佳
史
、
水
川
克
治
。

【
大
田
・

書
記
・
川
本

肇
通
信
員
】

4
月
9
、
10

日
に
、
箱
根

の
ホ
テ
ル
お

か
だ
に
お
い

て
、
役
員
学

習
会
お
よ
び

第
68
回
大
田

支
部
定
期
大

会
を
開
催
し

ま
し
た
。
参

加
者
は
1
0

5
人
。

19
年
度
の
大
会
以
来
の
一
泊
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
9
日
の
役
員

学
習
会
で
は
、
第
一
経
理
税
理
士

に
よ
る
「
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
学

習
会
」
と
木
村
潮
人
国
保
専
務
理

事
に
よ
る
「
土
建
国
保
と
適
用
除

外
制
度
」
の
学
習
会
を
行
な
い
、

分
散
会
で
議
論
を
深
め
ま
し
た
。

10
日
は
、
分
散
会
報
告
、
続
け

て
春
の
拡
大
出
陣
式
で
目
標
達
成

に
向
け
た
全
体
の
意
思
統
一
を
行

な
い
ま
し
た
。

そ
し
て
定
期
大
会
で
は
、
23
年

度
方
針
の
提
案
に
つ
い
て
は
、
建

設
的
な
意
見
や
質
問
が
相
次
ぎ
、

特
に
後
継
者
対
策
で
は
、
10
年
ほ

ど
大
会
に
出
席
し
続
け
て
い
る
若

手
代
議
員
か
ら
「
大
会
の
一
泊
開

催
に
つ
い
て
、
泊
り
の
重
要
性
は

参
加
し
て
理
解
し
た
も
の
の
、
一

泊
で
参
加
し
づ
ら
い
子
育
て
世
代

も
参
加
し
や
す
い
も
の
に
し
て
い

っ
て
ほ
し
い
」
と
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
後
大
会
で
は
、
無

事
に
議
事
が
承
認
さ
れ
新
役
員
の

選
出
も
終
わ
り
、
最
後
は
全
員
の

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。

新
四
役
は
次
の
と
お
り
。
委
員

長
・
井
澤
典
一
。
副
委
員
長
・
児

玉
雄
志
、
平
林
諭
司
、
石
井
徹
。

書
記
長
・
安
藤
信
也
。
書
記
次
長

・
川
島
環
、
平
山
裕
也
、
川
本
肇
。

多
摩
西
部
、
西
多
摩

小
金
井
国
分
寺
、府
中
国
立

多
摩
西
ブ
ロ
ッ
ク

多
摩
西
ブ
ロ
ッ
ク

３分会が経験発言
山梨分会が国保で報告

府中国立

仲
間
づ
く
り
広
げ
る

多摩西部

４
０
０
０
人
支
部
へ

建
設
産
業
の
多
数
派
め
ざ
す

公
契
約
条
例
実
現
を
柱
に

西
多
摩

拡大の出陣式も

都心区で強固な

インボイス等で学習

組織をつくり前進を

中
野
さ
ん
不
当
取
調
で

品川

カ
ン
パ
を
手
渡
す

６
分
科
会
で
議
論

小金井
国分寺

港

大
田

選
挙
時
に
ア
ン
ケ
ー
ト

南部ブロック南部ブロック
港、品川、大田


